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台
湾
調
査
報
告
研
究
員
松
誠
本
期
二
O
O
三
年
一
O
月
六
日
1
-
一
一日
間
調
査
地
台
湾
台
北
・
台
中
・
台
南
二
O
O
三
年
一
O
月
六
日
(
月
)
か
ら
二
二
日
(
月
)
ま
で
八
日
間
に
わ
た
り
、
初
め
て
台
湾
を
訪
れ
た
。
主
な
目
的
は
、
韓
国
と
台
湾
と
の
現
在
の
関
係
、
お
よ
び
台
湾
で
の
韓
入
社
会
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
の
仁
川
国
際
空
港
か
ら
大
韓
航
空
機
で
往
復
し
た
。
往
路
便
は
空
席
が
多
く
、
ま
だ
ωKF悶
ω
の
影
響
が
あ
る
か
と
思
っ
た
が
、
復
路
便
は
満
席
で
あ
っ
た
。
台
湾
中
正
国
際
空
港
に
着
陸
す
る
前
、
眼
下
に
見
え
た
台
湾
地
形
の
初
印
象
は
「
池
が
多
い
」
「
耕
地
は
小
区
画
な
が
ら
方
形
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
以
外
に
韓
国
・
日
本
と
と
く
に
異
な
る
点
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
台
湾
滞
在
中
は
、
故
宮
博
物
院
・
国
立
歴
史
博
物
館
の
見
学
以
外
は
全
面
的
に
現
地
駐
在
、
後
藤
武
秀
研
究
員
の
行
き
届
い
た
手
配
と
同
行
案
内
を
い
た
だ
き
、
短
期
間
の
わ
り
に
は
予
期
し
て
い
た
以
上
の
成
果
を
得
ら
れ
た
。
予
想
を
上
回
る
蒸
し
暑
き
の
中
、
南
国
の
陽
射
し
を
受
け
な
が
ら
、
よ
く
外
を
歩
き
回
っ
た
。
私
は
歩
く
の
は
人
よ
り
速
い
方
で
あ
る
が
、
後
藤
研
究
員
は
も
っ
と
速
く
、
商
庖
街
の
歩
道
の
庖
ご
と
に
段
差
が
付
い
て
い
る
の
に
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
追
い
か
け
る
の
も
な
か
な
か
の
運
動
で
あ
っ
た
。
久
し
く
無
か
っ
た
「
大
汗
を
か
く
」
と
い
う
新
陳
代
謝
も
し
て
、
身
体
に
も
良
か
っ
た
と
思
う
。
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
六
日
、
空
港
に
後
藤
教
授
の
出
迎
え
を
受
け
、
投
宿
。
予
定
の
打
合
せ
を
行
い
、
東
洋
大
学
大
学
院
同
窓
の
林
秀
光
氏
を
交
え
て
会
食
。
二
O
数
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。
七
日
は
ま
ず
電
話
帳
で
訪
問
先
を
確
認
し
て
か
ら
、
雨
の
中
、
基
隆
路
一
段
の
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
が
建
っ
て
い
る
地
区
へ
行
き
、
駐
台
北
韓
国
代
表
部
、
韓
国
観
光
公
社
台
北
支
社
を
訪
ね
、
予
備
的
な
情
報
を
得
る
。
次
い
で
閉
じ
ピ
ル
内
の
中
華
民
国
韓
僑
協
会
を
訪
ね
る
。
こ
れ
は
台
湾
の
韓
人
協
会
で
、
台
湾
韓
入
社
会
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
台
湾
韓
人
は
台
北
の
ほ
か
、
北
か
ら
基
隆
市
、
台
中
市
、
高
雄
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
。
南
京
東
路
の
韓
国
料
理
庖
、
漢
陽
館
で
昼
食
を
と
る
。
午
後
、
台
湾
韓
入
社
会
に
一
番
詳
し
い
と
教
え
ら
れ
た
人
の
事
務
所
に
何
度
も
電
話
す
る
が
、
本
人
と
連
絡
が
取
れ
な
い
。
事
務
所
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
ま
ま
、
彼
が
住
む
基
隆
市
に
向
う
。
事
務
所
と
の
や
り
と
り
で
は
接
触
で
き
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
基
隆
に
着
い
て
か
ら
も
本
人
と
の
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
強
い
雨
は
降
り
止
ま
ず
、
港
湾
や
少
し
遠
出
す
る
史
跡
の
見
学
は
止
め
、
市
内
の
基
隆
夜
市
(
市
場
)
、
廟
な
ど
を
見
学
し
て
台
北
区
民
る
。
夜
、
後
藤
研
究
員
と
共
に
、
東
洋
大
学
大
学
院
同
期
の
輔
仁
大
学
社
会
学
系
・
呉
素
情
教
授
、
東
呉
大
学
社
会
工
作
系
・
余
巧
芸
教
授
と
会
食
、
助
言
を
得
る
。
八
日
は
中
華
民
国
韓
僑
協
会
の
現
会
長
が
経
営
す
る
旅
行
社
を
訪
ね
、
取
材
す
る
。
会
長
は
韓
国
政
府
の
民
主
平
和
統
一
諮
問
委
員
の
要
職
も
兼
ね
て
い
る
。
長
安
東
路
一
段
の
長
寿
韓
国
拷
肉
専
門
庖
で
昼
食
を
と
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
開
業
の
由
。
こ
の
屈
は
他
に
八
庖
舗
支
屈
を
持
っ
て
お
り
手
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
青
年
路
に
あ
る
台
北
韓
僑
学
校
を
訪
問
し
、
校
長
先
生
よ
り
説
明
を
伺
い
、
施
設
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
幼
稚
園
と
初
等
学
校
(
小
学
校
)
が
あ
り
、
園
児
数
は
一
二
、
一
年
生
一
一
、
四
七
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
年
生
六
、
三
年
生
七
、
四
年
生
三
、
五
年
生
二
、
六
年
生
一
名
、
教
員
七
名
、
講
師
九
名
が
所
属
し
て
い
る
。
上
級
生
に
な
る
に
つ
れ
人
数
が
減
っ
て
い
る
の
は
、
韓
国
に
帰
国
し
て
進
学
に
備
え
る
た
め
と
い
う
。
一
九
六
二
年
設
立
、
一
九
七
ご
一
年
度
か
ら
現
在
地
で
開
校
。
ω〉
河
川
山
の
た
め
、
五
月
八
日
か
ら
一
六
日
ま
で
休
校
し
た
。
九
日
は
国
立
政
治
大
学
を
訪
問
し
、
韓
国
語
文
学
系
主
任
の
王
俊
教
授
に
面
会
、
台
湾
の
韓
国
関
係
の
研
究
・
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
学
生
数
は
一
学
年
一
二
O
名、
教
授
七
名
で
学
部
の
み
で
大
学
院
は
無
い
。
財
団
法
人
・
中
韓
文
化
基
金
会
が
韓
国
と
の
文
化
交
流
に
力
を
注
い
で
い
る
。
次
い
で
社
会
学
系
の
関
乗
寅
副
教
授
を
研
究
室
に
訪
ね
る
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
組
織
の
比
較
共
同
研
究
を
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
で
経
済
学
博
士
を
取
得
し
た
経
済
学
系
の
黄
紹
恒
教
授
と
も
通
刺
し
た
。
広
い
政
治
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
案
内
は
法
律
学
系
の
江
玉
林
助
理
教
授
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
台
中
市
に
パ
ス
で
移
動
。
一
O
目
、
朝
陽
科
技
大
学
社
会
工
作
系
の
孫
彰
良
助
理
教
授
(
東
洋
大
学
で
二
0
0
三
年
三
月
に
社
会
福
祉
学
で
学
位
取
得
)
が
自
動
車
を
出
し
て
く
れ
、
台
湾
の
中
心
に
近
い
山
中
の
日
月
海
国
家
風
景
区
ま
で
往
復
す
る
。
途
中
の
景
色
、
一
九
九
九
年
九
月
一
一
一
日
の
台
湾
大
地
震
か
ら
ま
る
四
年
を
経
過
し
て
、
震
災
の
跡
は
「
あ
れ
」
と
指
摘
さ
れ
て
も
、
慣
れ
な
い
目
に
は
す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
復
興
は
著
し
い
。
台
湾
少
数
民
族
の
家
屋
・
文
化
を
紹
介
す
る
テ
l
マ
パ
l
ク
、
九
族
文
化
村
を
見
学
。
人
類
学
を
教
育
す
る
も
の
と
し
て
、
台
湾
に
来
て
「
原
住
民
」
(
九
族
文
化
村
解
説
書
の
用
語
)
に
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
で
帰
る
と
い
う
の
は
、
気
持
ち
が
治
ま
ら
ず
、
せ
め
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
だ
け
、
今
回
の
台
湾
短
期
旅
行
で
ぜ
ひ
見
学
し
て
お
き
た
い
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
圏
内
に
は
九
族
に
限
ら
ず
、
ア
ラ
ジ
ン
広
場
な
ど
、
世
界
文
化
紹
介
の
部
分
も
あ
り
、
異
文
化
理
解
を
一
私
企
業
で
大
々
的
に
産
業
化
し
て
い
る
様
子
は
興
四
J¥ 
味
深
か
っ
た
。
一
一
日
は
ま
た
パ
ス
で
台
南
に
移
動
し
て
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
砦
跡
な
ど
を
見
学
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
支
配
と
そ
れ
を
破
っ
た
鄭
成
功
に
つ
い
て
、
観
光
客
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
表
現
が
成
さ
れ
て
い
る
か
に
関
心
が
あ
っ
た
。
台
南
市
内
を
歩
い
て
い
る
内
に
、
韓
国
人
牧
師
の
所
属
す
る
教
会
を
み
つ
け
、
電
話
を
か
け
て
少
し
話
し
を
伺
う
。
飛
行
機
で
台
北
に
戻
る
。
一
一
一
目
、
故
宮
博
物
院
を
見
学
。
一
番
の
目
的
は
儒
教
式
祭
記
に
用
い
ら
れ
る
祭
器
の
名
称
と
形
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
韓
国
語
の
団
体
客
も
多
く
来
て
、‘，.。
、U
ナ
ム
つ
い
で
、
国
立
歴
史
博
物
館
に
も
回
っ
た
。
夜
、
林
秀
光
氏
、
呉
素
情
教
授
、
余
巧
芸
教
授
、
後
藤
研
究
員
と
会
食
。
一
三
日
、
午
前
中
、
韓
国
食
品
等
を
売
る
屈
が
集
中
し
て
い
る
永
和
市
中
興
街
で
、
韓
国
商
品
を
売
る
庖
何
軒
か
を
取
材
す
る
。
い
ず
れ
も
経
営
者
は
韓
国
と
関
係
の
深
い
中
国
人
で
あ
っ
た
。
基
隆
か
ら
台
南
ま
で
、
台
湾
西
部
を
縦
貫
し
そ
の
光
景
を
み
た
印
象
は
、
平
野
部
の
広
い
こ
と
(
生
産
力
の
高
さ
を
考
え
さ
せ
る
)
。
道
路
沿
い
に
横
榔
売
り
の
ネ
オ
ン
つ
き
ボ
ッ
ク
ス
が
至
る
所
に
あ
る
こ
と
。
各
所
の
街
を
歩
き
回
っ
て
、
看
板
に
日
本
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
と
く
に
「
的
」
の
字
が
来
る
所
に
平
仮
名
の
「
の
」
が
よ
く
書
か
れ
て
お
り
、
意
味
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
街
中
に
韓
国
を
思
わ
せ
る
看
板
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
台
北
駅
構
内
の
広
告
柱
に
は
韓
国
農
水
産
物
流
通
公
社
(
F
E
H
¥
¥
ぎ
巧
当
・
白
唱
。
昨
日
母
・
5
S
の
広
告
が
大
き
く
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
「
韓
国
回
目
岳
山
」
の
広
告
に
は
「
千
年
的
神
秘
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
「
韓
国
味
」
の
広
告
に
は
梨
の
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
。
台
湾
の
韓
国
料
理
は
、
食
べ
た
範
囲
で
は
辛
み
を
抑
え
て
作
ら
れ
て
い
た
。
詳
細
な
報
告
は
別
稿
を
作
成
す
る
。
台
北
・
台
南
で
の
調
査
と
資
料
収
集
研
究
員
野
信
幸
間
期
間
ニ
O
O
三
年
一
O
月
一
五
日
1
二
一
日
調
査
地
台
湾
台
北
・
台
南
台
南
市
政
府
の
重
厚
な
役
所
建
物
が
改
装
さ
れ
、
国
立
台
湾
文
学
館
と
な
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
開
館
式
が
一
O
月
一
七
日
に
行
わ
れ
、
柿
落
と
し
と
し
て
の
学
会
が
翌
一
八
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
催
さ
れ
た
。
学
会
は
「
張
文
環
及
其
同
時
代
作
家
学
術
研
討
会
」
と
題
さ
れ
、
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
の
も
と
、
国
立
台
湾
文
学
館
・
国
立
文
化
資
産
保
存
セ
ン
タ
ー
設
立
事
務
室
の
主
催
で
挙
行
さ
れ
た
。
当
学
会
か
ら
参
加
招
請
状
が
届
い
た
の
は
、
ω〉
河
川
山
騒
ぎ
が
一
段
落
し
た
六
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
O
年
来
張
文
環
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
台
湾
で
初
の
張
文
環
を
対
象
と
す
る
学
会
に
は
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
た
く
思
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
八
月
末
ま
で
に
論
文
と
宜
読
稿
(
口
頭
発
表
用
原
稿
)
の
提
出
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
当
研
究
所
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
共
同
研
究
協
力
者
と
し
て
考
察
し
て
い
た
テ
1
マ
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
論
文
「
張
文
環
作
品
に
表
れ
た
る
漢
文
教
養
」
を
書
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
宣
読
稿
「
張
文
環
作
品
裡
所
表
現
的
漢
文
教
養
」
も
別
途
作
成
し
、
論
文
と
併
せ
提
出
し
た
。
学
会
発
表
は
、
初
日
の
一
O
月
一
八
日
の
冒
頭
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
て
丁
重
な
扱
い
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
コ
メ
ン
テ
l
タ
は
、
成
功
大
学
台
文
系
の
陳
培
豊
教
授
が
担
当
さ
れ
た
。
同
氏
と
は
初
対
面
で
あ
っ
た
が
、
本
件
を
機
に
交
流
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
学
会
は
朝
八
時
三
O
分
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
内
容
的
に
は
ま
だ
初
期
段
階
に
あ
る
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
。
そ
れ
は
議
論
の
た
め
の
議
論
が
あ
っ
た
り
、
資
料
の
扱
い
に
隔
靴
掻
療
の
感
が
拭
え
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
に
よ
る
。
学
会
の
運
営
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
が
あ
っ
た
り
、
提
出
論
文
を
前
も
っ
て
入
手
し
先
読
す
る
者
が
あ
っ
て
公
平
性
に
欠
け
て
い
た
り
、
問
題
と
な
る
点
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
戸
籍
資
料
に
よ
る
調
査
報
告
が
行
わ
れ
た
り
、
公
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
小
梅
で
の
住
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
等
、
得
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
個
人
的
に
は
旧
知
の
研
究
者
と
会
え
、
献
本
を
受
け
た
り
語
り
合
っ
た
り
で
き
、
有
意
義
な
二
日
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者
名
を
幾
人
か
、
次
に
述
べ
て
お
く
。
林
瑞
明
(
台
湾
文
学
館
館
長
)
、
陳
高
益
(
清
華
大
学
教
授
)
、
日
興
昌
(
成
功
大
学
教
授
)
、
張
恒
豪
(
文
芸
評
論
家
)
、
葉
笛
(
詩
人
)
、
柳
書
琴
(
清
華
大
学
台
湾
文
学
研
究
所
)
、
郎
若
山
(
静
宜
大
学
教
授
)
と
い
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
会
場
と
な
っ
た
国
立
台
湾
文
学
館
は
、
会
議
室
や
ホ
l
ル
の
ほ
か
に
、
立
派
な
陳
列
室
や
展
示
室
を
持
っ
て
お
り
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
作
家
の
原
稿
や
初
出
の
雑
誌
、
初
版
本
等
の
展
示
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
展
示
物
の
な
か
に
は
、
楊
遠
の
「
模
範
村
」
初
稿
、
龍
瑛
宗
の
「
蓮
霧
の
庭
」
発
禁
ゲ
ラ
、
戦
後
初
期
に
楊
達
訳
で
東
翠
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
中
国
の
小
説
「
大
鼻
子
的
故
事
」
(
茅
盾
)
、
「
微
雪
的
早
雪
」
(
郁
達
夫
)
、
「
龍
朱
」
(
沈
従
文
)
な
ど
が
あ
っ
た
。
な
お
、
学
会
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
張
文
環
の
学
生
服
姿
の
写
真
が
載
っ
て
お
り
、
模
造
紙
大
に
拡
大
さ
れ
て
い
た
の
で
、
主
催
者
側
の
柳
書
琴
教
授
を
煩
わ
せ
、
二
枚
頂
い
て
四
九
